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聖徳宗総本山　　法隆寺

（のちの聖徳太子）が父（用明天皇）の病気平癒を願って発願 ( ほつがん ) し、建てられた
ものとされている。仏教で新しい国づくりを目指す聖徳太子の活動の拠点であった。のち
に蘇我入鹿らによって法隆寺は炎上するが、七世紀末から八世紀初めにかけて現在に見る
「西院 ( さいいん )」と「東院 ( とういん )」の形になった。

南大門をくぐり、飛鳥建築の偉容をそのままに残す中
門は古代ギリシャ・ローマ建築に通じるエンタシスの
柱が周囲を圧倒する門の偉容さに柔らかさを添えてい
る。中門の両側には朱色の口を開けた阿形、黒色の口
を閉じた吽形が安置されているが、奈良時代のこの仁
王様は三例しか残されていない。仁王様の多くは南大
門に配置されるが、中門に残る像は法隆寺だけである。

同じ、エンタシスの柱が用いられている。塔や金堂と

寄りにが 1間分ずらして建築されている。金堂が五重
塔に比べ建築面積が大きいことからこのようにされて
いると考えられている。
金堂には中国でも見られないような唐時代以前の古い
様式が残されている。規模は、正面五間、側面四間で

いられている。屋根の重さを支えるために、柱の上に
組物を乗せて柱の強度を上げている。金堂の１階の周
りには裳階と呼ばれる連子窓付きの囲いがされている。
日本最古の五重塔である、法隆寺五重塔は、塔の中心
には心柱と呼ばれる柱が通っている。その周りには四
天柱が建ち、周囲に塑像群が配置されている。五重塔
は平屋建てで、初層から上は屋根裏にあたる。このよ
うな安定な全体の格好をつくるために五層の軸部の幅
を初層の半分にし、各層の柱間の寸尺に整然とした比
率が与えられている。

二枚瓦の様子
年代ごとに違う
瓦の葺き方が見
られる

日本最古の木造建築群はもちろん、日本最
古の金剛力士像など、法隆寺には国宝がた
くさんあります。世界遺産法隆寺は日本で
も数少ない場所となっています。
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慈光院(1663) 

　1663年（寛文３年）小泉藩主片桐石見守貞昌が、父貞隆と母の菩提寺
として建立した。 
寺としてよりも境内全体が一つの茶席として造られており、表の門や建物
までの道・座敷や庭園、そして露地を通って小間の席という茶の湯で人を

て眼にすることができるということは、全国的に見ても貴重な場所となっ
ている。 
　書院は農家風の外観をもつ慈光院の中心的な建物。入母屋造茅葺屋根に
桟瓦の庇をめぐらし、十三畳の上の間と、中の間、下の間からなる。上の
間には床・付書院を備えているものの、長押は省かれ、簡素で軽やかな意
匠である。また全体に天井や鴨居の高さを低くしており、座ったときに安
らぎや落ち着きが出るよう熟慮されている。奈良盆地の眺望が素晴らしい
ことでも名高い。北側には三畳逆勝手の閑茶室がある。 
　書院の東側の庭と茶室の庭が続いているのだが、開放的な書院の庭と、
今は一部しか残っていない築地塀で囲われた茶庭とはっきり性格が変えら
れていて、竹垣で区切られている。 

ロームシアター京都(2016) 

　1960年に全国に先駆けた多目的な
公立文化ホールとして、京都・岡崎
の地に誕生した京都会館を2011年に
「京都会館再整備基本計画」を策定
し、それをもとに2016年にロームシ
アター京都として生まれ変わりまし
た。 
　京都会館の設計者は前川國男であり、

戦後の日本近代建築の代表作である。捲れ上がる大庇、それを支える鉄筋
コンクリートラーメン構造の柱梁、水平に走る軒と緑等々の特徴ある意匠
は、ル・コルビュジエを範としつつ、岡崎地域の周辺環境との調和を考慮
し、水平線を強く意識した意匠で設計されており、日本建築学会賞を受賞
するなど、「モダニズム建築の傑作」として高い評価を受けました。 
　改修のきっかけは施設全般の老朽化やホール機能の劣化など、利用者や
来場者の要望に応えれない状況となり、京都市では2002年の耐震調査か
ら10年近くにわたり検討を重ね、2011年に「京都会館再整備基本計画」
を策定した。 
　今回の改修は、主に既存改修、増築、建て替えの3つに分類される。メ
インホールは、第一ホールを新しく建て替えたものだが、建物の特質を保
存し既存部分との調和を保つため、外壁や大庇等の要素を忠実に復元し
た。旧来の第一ホール外郭から奥行・幅を変更することなく、客席数を確
保するため、客席を５層に積み上げた。 
　中庭に沿ってこれまで外部だったテラスをガラスで囲み内部化。これに
より二条通からピロティ、中庭、冷泉通へと続く、南北軸の空間の抜けを
明確にした。 
　既存コンクリートやプレキャストコンクリートは、原型を保ちつつ洗浄・
修復を施すと共に、大庇軒下の空色も竣工当初の色を復元した。 
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薬師寺

薬師寺は「法相宗［ほっそうしゅう］」の大本山です。
天武天皇により発願（680）、持統天皇によって本尊開眼
（697）、更に文武天皇の御代に至り、飛鳥の地において堂宇の完
成を見ました。その後、平城遷都（710）に伴い現在地に移された
ものです。（718）
平成10年よりユネスコ世界遺産に登録されている。
法相宗の宗旨としては、唐でできたものですが、そのもとは印度

さつ］等によって発展した唯識教学です。

天武九年（680）に天武天皇の皇后が病気になられた。苦難を共に
乗り越えてきた最愛の妻である皇后の病気の全快を祈念し、建て
たのが薬師寺である。皇后の病気は治ったが、かわって天皇が病
気になり、薬師寺伽藍を完成しないうちに死んでしまった。その
後、妻が旦那のあとを継ぎ、薬師寺伽藍を完成させた。発願より
十八年の歳月が費やされた。

見どころ！
新しくなった食堂
食堂は僧侶が斎食をするた
めの建物で、僧侶約300人
が一堂に会する規模であっ
たと発掘調査により判明し
ている。その規模は、東大
寺、大安寺に次ぐ大きさと
されている。
新たに復興した食堂は、建物外観は奈良時代の意匠を凝らした作り
とし、内部は現代技術を活用することで広い空間を確保し、食堂を
多目的に利用することを想定している。堂内には田渕俊夫画伯によ
り描かれた食堂ご本尊「阿弥陀三尊浄土図」を中心に、全長約50

メートルにわたる壁画が奉納される。

東塔　西塔
各重に裳階のある三重塔として、また水煙の意匠や檫（心柱）に陰
刻された銘文などにおいてもよく知られた有名な古塔。構造形式は
三重塔婆、各重裳階付、本瓦葺である。高さは、五重の塔ほどあり、
それぞれの重に裳階があるので屋根は六重となる。今見えている各
重の裳階は初重が五間、二・三重が三間でいずれも柱間は白壁で窓
がない。しかし、元は連子窓が造られていた痕があり、復興西塔に
は窓がつけられている。
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唐招提寺
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妙喜庵 待庵
3. 下地窓間取り図位置図

（1581 年） ＜ 日本最古、唯一残る千利休の茶室 ＞

明かりの濃淡をつくリ出す

一重露地と呼ばれる最も単純な露地1. 露地

2. 躙口 世俗性、日常性を超脱する関門

4. 柱の塗廻 狭い床の空間をより雄大な広がりに

5. 棚　 白竹で釣られた桐板

11/18  12:50~
拝観料：1000 円
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桂離宮

■外腰掛
松琴亭での茶事のときに待合所として使われ
た。右側に広がる苑路に導くような設えた 。

■松琴亭

■賞花亭

■園林堂

■笑意軒

■月波楼

■古書院

■中書院

■楽器の間

■新御殿

桂離宮の茶屋の中でもっとも古い 。茅葺きや
こけら葺きなど異なる素材や形の屋根が重な
りあう 。

飛び石をたどり山を登った所に峠の茶屋のよ
うに現れる。中央の竈を囲うような吹放しの
畳座がある。

桂離宮創建当時からの建物ではなく 、他の建
物とは著しく意匠が異なる 。用途は牌堂 。

桂離宮の茶屋のなかで最も新しい 。畳の間が
縮小しながら雁行するので土庇がだんだん深
くなっていく。

御殿のすぐそばに配置された茶屋。盛土の上
に建っているため平屋ではあるが楼の名が与
えられた。

御殿の中で最も古い。盛土の上に建っており
地盤は後に増築される部分より高い。

古書院に雁行する形で増築された。内装の設
えは古書院と大きく異る。

新御殿とともに増築された。中書院と新御殿
のレベル差を緩和するような繋ぎの役割を持
つ。

増築された時代を反映しており、古書院や中
書院より装飾的である。御殿の中で最も奥に
ありプライベート性が高く実用的なつくりで
ある。
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東福寺

ロームシアター京都

聴竹居　
　聴竹居とは京都府乙訓郡大山崎町に位置する 、建築家・藤井厚二によって設計
された自邸である。藤井はこの住宅を通して環境工学の面から日本の気候 、風土
と西洋的な空間を融合する手法を提示した 。当時における日本住宅の理想の到達
点と位置づけている。

聴竹居

条件
　４ つの実験住宅の経験から理想的な住宅について以下の ５ つの条件を挙げる。
・八人の人間が快適に住むのに十分な大きさとする
・来客用の空間は最小限にし、居住空間の快適さを最優先にする
・腰掛式（椅子式）生活を主として、坐式（畳式）生活を混用する
・木造平屋とし、建物のサイズを最小限にするために調理と暖房の電気器具を取
　り付ける
・夏季の生活の快適性を第一に考慮する

気流
　藤井は、「室内環境を快適に保つには、
著しく不快となる夏場の対策が大切だ」と
改めて説き
の解決策を聴竹居で実践し、以下の工夫を
提唱した。
・一屋一室によって通風を確保
・室内の汚れたあるいは暑い空気を速やか
　に排出
・床下と天井裏を繋いで通風を促進
・クールチューブ（導気口）による冷気の
　取り入れ

空気の流れのスケッチ

窓
　縁側に立って外を眺めた時、視点が高いことに
気づく。日本庭園では、正座がもっとも美しい庭
が眺められると言うが、聴竹居においては椅子に
腰かけて眺める庭が一番美しい。
　藤井は、窓を設けるのは「光を内部に入れ」、
「喚起を促進して」、「変化に富んだ自然の美し
い風景を見ること」としている。窓の形は古代か
ら日本建築が採用している引き違い窓が景色を眺
め、換気量の調節に適しているという。また、建
具と窓枠の接する部分は凹と凸に削って隙間をな
くし、気密性を高めている。このように機能面は
押さえながらも「自然と室内を繋ぐ大切な装置」
と位置づけている。

縁側外観

平面図

居室内観

一屋一室
　一屋一室とは、１つの屋根の下は１つの部屋を
基本に通風を確保するという考え方である。また、
日本住宅は本来、襖や欄間を開ければ、風通しが
良くなる造りである。聴竹居はこれらの形式に洋
風の生活を取り入れた。居室を中心に各室が隣接
するが、扉を開けば大きな一室となる。
閑室
　閑室は本屋の北側に位置する離れで44㎡程度の
日広さを持つ。本屋よりもプライベート性が強く、
一人での考え事や和敬清寂を愉しむ空間として、
住まいの中に設けることを推奨している。
下閑室
　下閑室は本屋の２年後に建てられたもので二畳
程度の茶室を含んだ建物である。閑室を書斎とす
るなら下閑室は趣味の世界で、夫婦ともに茶を嗜
むことから茶会の催しや藤焼の披露がされていた。

聴竹居　配置図
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京都国立博物館　平成知新館

建築の配置
　隣接する三十三間堂の南大門と博物館の南門の中心を通り、明治古都館と正門
を結ぶ東西軸に直行する南北軸線上に、平成知新館の入り口を設けた。これによ
り格子状の京都の都市構造と関係づけた。
外観の設計
　平成知新館の建築は、水平に長く伸びる佇まい、柱と梁の軸組みによる前面の
表現、薄明かりによる採光、非対称性による構成など、日本的空間構成の根源的
要素を強調する設計である。これらの設計方針によって、明治古都館の強い対称
性による構成やフレンチルネッサンス様式の意匠による外観との違いを明確に表
現している。

内部の構成
　建築の内部は、収蔵・展示部分を中心として、外側にロビー・エントランスホ
ール・レストランなどの休憩部分、別棟に事務・管理部分の３部分に分け、それ
ぞれを明確に区分した。

１階展示室西側から明治古都館（旧本館）を見る

大山崎山荘美術館 設計：安藤忠雄

＜地中館「地中の宝石箱」＞
大山崎山荘を美術館として再生するにあたり、地中館が増設された。周囲の景観との調和を
はかるため半地下構造で設計され、円柱形の展示空間上部には植栽がほどこされている。

＜山手館「夢の箱」＞
睡蓮の花が咲く池のほとりに建つ、地上 1階建ての山手館は、円柱形の地中館｢地中の宝石箱
｣とは対照的に、箱形で構成されている。その昔、蘭栽培で名を馳せた大山崎山荘の温室があり、
本館と山手館をつなぐガラス張りの廊下は、温室へといたる通路として使われていたもの。


